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 要  旨 
 マルチキャリア変調方式である直交周波数分割多重方式（OFDM : Orthogonal Frequency 
Division Mulutiplexing）は周波数利用効率が高いという利点があるが，ピーク電力対平均電力
比（PAPR : Peak to Average Power Ratio）が大きいという欠点がある．そのため，様々な PAPR
低減方式が提案されており，そのなかでもシンボル選択方式（SLM : Selected Mapping）は実装
が容易という利点があるが，付加情報を送信する必要があり，伝送効率を低下させていた．その
ため，付加情報を送信しないシステムの研究が行われてきた． 
 このシステムは，送信側で選択したスクランブル系列を，受信側で思想情報を元に尤もらしい
スクランブル系列を推定する評価関数を用いている．しかしスクランブル系列を推定しているた
め，スクランブル系列の推定を誤る系列推定誤りが発生する．移動体通信では，地形や送受信信
号状態に応じて様々な減衰や反射，および伝搬遅延を受けるため位相が変化するレイリーフェー
ジングの影響を受ける．従来システムは位相の変化量を元に系列推定を特性しているため，位相
の変化に弱い． 
 そこで本研究では従来の付加情報不要の SLM 法を改良し，差動符号化と遅延検波復調方式を
用いることで耐レイリーフェージング特性を有する付加情報不要の SLM 法を提案し，計算機シ
ミュレーションにより，その特性評価を行った． 
 その結果，レイリーフェージング環境下では従来方式はスクランブル系列の推定を誤る系列推
定誤り率（EER : Estimation Error Rate）特性の改善が著しく困難であったが，提案方式では
Eb/N0が増加するごとに EERが改善されているため系列推定が可能となっている．また，ビット
誤り率（BER : Bit Error Rate）特性も同様に従来方式は誤り訂正が著しく困難であったが，提
案方式では BER特性の改善がされた． 
 以上の結果から，レイリーフェージング環境下の評価関数を用いる付加情報不要の SLM 法へ
の差動符号化変調方式と遅延検波復調方式の適用の有効性が示された． 
 
